
一
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格
及
び
所
蔵

愛
国
婦
人
会
は
明
治
34
年
、
婦
人
運
動
家
・
奥
村
五
百
子
の
提
唱
に

よ
り
、
戦
死
者
の
遺
族
や
傷
痍
軍
人
の
救
護
・
慰
問
な
ど
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
た
。
台
湾
で
は
明
治
38
年
、
台
北
の
台
湾
総
督
府
構
内
に

台
湾
支
部
を
設
置
、
全
島
会
員
四
一
六
八
人
か
ら
活
動
を
開
始
し
た

(

１)

。

そ
の
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
が
明
治
41
年
10
月
か
ら
大
正
５
年
３
月
に

渡
っ
て
発
行
し
た
機
関
誌
が
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
で
あ
る
。
最
も
多

い
年
（
大
正
３
年
）
で
年
間
八
万
六
一
七
五
部
が
台
湾
島
内
に
配
布
さ

れ
た

(

２)

。
発
刊
か
ら
三
年
後
の
明
治
44
年
に
は
、
広
告
を
含
め
る
と
三
百

頁
近
く
の
分
量
を
備
え
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
大
部
の
雑
誌
と
な
っ

て
い
た

(

３)

。
国
内
の
愛
国
婦
人
会
の
機
関
誌
『
愛
国
婦
人
』（
明
35
・
３

〜
昭
17
・
２
）
が
、
大
正
９
年
に
至
る
ま
で
新
聞
形
態
を
取
っ
て
い
た

の
に
比
し
て
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
第
二
巻
（
明
42
・
１
）
以
降
、

月
刊
雑
誌
と
な
り
、
廃
刊
ま
で
そ
の
形
態
が
維
持
さ
れ
た
。
日
本
統
治

初
期
の
台
湾
に
お
い
て
、
相
当
な
資
金
と
人
力
を
つ
ぎ
込
ん
だ
メ
デ
ィ

ア
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
雑
誌
全
88
冊
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る

も
の
は
34
冊
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
国
立
中
央
図
書
館
台

湾
分
館
（
台
湾
・
台
北
県
中
和
市
）
所
蔵
の
15
冊
、
山
武
市
歴
史
民
俗

資
料
館
所
蔵
の
14
冊
（
但
し
不
連
続
で
欠
損
が
多
く
、
い
ず
れ
も
完
本

で
は
な
い
）、
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
の
１
冊
、
個
人
蔵
の
４
冊
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
冊
子
の
う
ち
32
冊
に
つ
い
て

は
、
上
田
正
行
「
資
料
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
文
芸
関
係
主
要
記
事
」

（『
中
心
か
ら
周
縁
へ
―
作
品
・
作
家
へ
の
視
覚
』
梧
桐
書
院
　
平
20
・

８
）
が
、
文
芸
欄
を
中
心
と
し
た
目
録
を
作
成
し
て
い
る
。
稿
者
も
、

台
湾
分
館
所
蔵
分
に
つ
い
て
は
、
漢
文
欄
を
除
く
全
目
次
を
紹
介
し
た

（「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
目
録
―
大
正
四
年
一
月
か
ら
大
正
五
年
三

月
（
廃
刊
）
ま
で
―
」『
広
島
女
子
大
国
文
』
第
22
号
　
平
19
・
12
）

が
、
極
め
て
限
ら
れ
た
所
蔵
の
た
め
、
こ
の
雑
誌
の
存
在
は
一
般
的
に
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は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
活
動
に
関
す
る
最
も
早
い
研
究
成
果
は
、

竹
中
信
子
『
植
民
地
台
湾
の
日
本
女
性
生
活
史
　
明
治
篇
』（
田
畑
書

店
　
平
７
・
12
）
で
あ
ろ
う
。
竹
中
は
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
内

実
を
、「
代
々
職
員
は
主
事
を
台
北
庁
長
や
総
督
府
課
長
が
兼
任
し
て

お
り
、
主
事
補
も
事
務
員
も
大
半
が
男
性
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正

五
年
の
間
に
末
端
の
事
務
員
と
し
て
女
性
が
一
〇
名
働
い
た
だ
け
で
、

あ
と
は
通
算
八
〇
名
の
男
性
が
、
役
所
の
中
に
愛
婦
本
部
を
置
い
て
と

り
し
き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
独
立
し
た
婦
人
の
団
体
と
は
言
い
難
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指
摘
し
た

(

４)

。
表
向
き
は
婦
人
団
体
の
体
裁
を

取
り
な
が
ら
、
男
性
官
吏
に
よ
っ
て
会
の
活
動
方
針
は
決
定
さ
れ
て
お

り
、
台
湾
の
愛
国
婦
人
会
会
員
に
特
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
領
台
以
来

総
督
府
の
懸
案
事
業
で
あ
る
山
地
討
伐
（
理
蕃
政
策
）
へ
の
支
援
で
あ

っ
た
。
台
湾
支
部
は
設
立
当
初
か
ら
、
警
察
官
吏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

山
地
討
伐
の
犠
牲
者
救
護
（「
蕃
人
に
対
し
討
伐
又
は
防
蕃
の
職
務
の

為
め
戦
死
し
た
る
者
の
遺
族
及
傷
病
者
を
救
護
す
る
」）
を
、
愛
国
婦

人
会
の
定
め
る
「
戦
死
者
の
遺
族
及
廃
兵
を
救
護
す
る
こ
と
」
と
同
等

に
み
な
す
よ
う
本
部
に
要
求
し
（
明
治
38
年
12
月
８
日
付
「
禀
申
書
」）、

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

５)

。

こ
う
し
た
植
民
地
統
治
と
切
り
離
せ
な
い
形
で
存
在
す
る
愛
国
婦
人

会
台
湾
支
部
の
性
格
は
、
機
関
誌
で
あ
る
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
で
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
雑
誌
の
代
表
者
（
台
湾
支

部
主
事
）
は
、
台
湾
総
督
府
財
務
局
財
務
課
長
の
高
山
仰
が
兼
任
で
務

め
て
お
り

(

６)

、
雑
誌
刊
行
期
間
は
、
山
地
討
伐
事
業
が
本
格
化
し
た
期
間

（
明
治
43
年
〜
大
正
３
年
に
実
行
さ
れ
た
、
佐
久
間
左
馬
太
総
督
の
も

と
で
の
「
理
蕃
五
ケ
年
計
画
」）
と
重
な
る
。
誌
上
で
は
「
蕃
界
彙
報
」

「
討
蕃
彙
報
」
に
よ
っ
て
山
地
討
伐
の
経
過
や
成
果
が
報
告
さ
れ
、「
討

伐
隊
」
の
写
真
は
「
討
伐
画
報
」
と
し
て
し
ば
し
ば
雑
誌
の
口
絵
に
も

な
っ
た
。
ま
た
、
山
地
討
伐
事
業
を
援
助
す
る
た
め
の
「
慰
問
金
」「
慰

問
袋
」
の
募
集
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
「
慰
問

金
品
寄
贈
」
者
の
名
前
と
金
額
、
慰
問
活
動
の
様
子
、
救
護
金
の
支
出

先
も
雑
誌
に
逐
一
掲
載
さ
れ
た

(

７)

。

こ
の
よ
う
に
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
台
湾
統
治
初
期
総
督
府
の
政

策
履
行
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
広
告
塔
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら

れ
、「
帝
国
」
日
本
の
植
民
地
支
配
の
実
態
の
一
端
を
知
る
に
極
め
て

重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に

見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
の
雑
誌
が
〈
内
地
〉
の
知
識
人
、
著
名
作
家
の

作
品
を
多
く
集
め
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
芸

欄
に
は
広
津
柳
浪
・
泉
鏡
花
・
伊
藤
左
千
夫
・
土
屋
文
明
・
与
謝
野
晶

子
・
与
謝
野
鉄
幹
・
長
谷
川
時
雨
・
尾
島
菊
子
ら
の
名
が
定
期
的
に
見

え
る
。
評
論
で
は
、
新
渡
戸
稲
造
、
棚
橋
絢
子
、
羽
仁
も
と
子
、
三
輪

田
元
道
、
宮
田
修
、
岸
辺
福
雄
、
久
留
島
武
彦
、
青
柳
有
美
、
跡
見
花

蹊
、
高
島
米
峰
、
前
田
慧
雲
、
沼
田
笠
峰
、
坪
内
雄
蔵
、
阿
部
磯
雄
、

後
閑
菊
野
、
塚
本
は
ま
子
、
鳩
山
春
子
、
山
脇
房
子
、
矢
嶋
楫
子
、
広
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岡
浅
子
な
ど
の
寄
稿
が
確
認
で
き
、
同
時
代
の
〈
内
地
〉
婦
人
雑
誌
と

比
較
し
て
も
、
決
し
て
見
劣
り
し
な
い
執
筆
陣
を
擁
し
て
い
る
。〈
外

地
〉
の
雑
誌
に
、
当
代
一
流
と
さ
れ
た
〈
内
地
〉
作
家
た
ち
の
原
稿
を

常
時
掲
載
す
る
こ
と
は
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
会
員
獲
得
の
た
め

の
誌
面
充
実
に
つ
な
が
り
、
ま
た
愛
国
婦
人
会
及
び
そ
の
後
ろ
盾
で
あ

る
総
督
府
の
権
威
づ
け
を
可
能
に
す
る
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
当
雑
誌
に
見
え
る
〈
内
地
〉
作
家
た
ち
の
少
な
か
ら
ぬ

作
品
の
存
在
は
、「
帝
国
」
日
本
の
領
地
拡
大
と
と
も
に
、
日
本
文
学

の
市
場
が
そ
の
ま
ま
〈
外
地
〉
へ
と
広
が
っ
た
様
相
を
如
実
に
示
す
の

で
あ
る
。

本
稿
は
、
右
に
述
べ
た
当
雑
誌
の
資
料
的
価
値
を
鑑
み
て
、
今
回
新

た
に
入
手
し
た
第
六
十
巻
の
目
録
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
雑
誌
の
性
格

を
確
認
す
る
上
で
、
重
要
な
記
事
・
構
成
・
執
筆
者
に
つ
い
て
言
及
す

る
も
の
で
あ
る
。

二
　
第
六
十
巻
目
録

ま
ず
、
こ
こ
で
は
第
六
十
巻
の
目
録
を
掲
げ
る
。
当
巻
は
創
刊
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
年
目
を
迎
え
た
記
念
号
で
あ
る
た
め
、
日
本
文
及
び
漢
文

か
ら
成
る
本
文
と
は
別
に
「
創
刊
第
五
周
年
記
念
帖
」
と
「
創
刊
五
周

年
記
念
附
録
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
部
分
は
他
巻
同
様
に
、
評

論
・
小
説
・
和
歌
・
俳
句
・
講
談
・
お
伽
噺
・
支
部
報
・
読
者
投
稿

欄
・
懸
賞
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
頁
番
号
は
「
創
刊

第
五
周
記
念
帖
」、「
台
湾
愛
国
婦
人
第
六
十
巻
」、「
創
刊
五
周
年
記
念

附
録
」、「
漢
文
台
湾
愛
国
婦
人
第
六
十
巻
」
各
部
ご
と
別
々
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
日
本
文
の
「
台
湾
愛
国
婦
人
第
六
十
巻
」
に
は
目
次
が
な

い
。
雑
誌
の
口
絵
に
は
、
は
じ
め
に
大
正
天
皇
及
び
そ
の
他
皇
族
の
写

真
が
掲
げ
ら
れ
、
続
け
て
石
川
欽
一
郎
の
水
彩
画
「
初
秋
」、
太
田
秋

民
の
イ
ラ
ス
ト
「
行
路
の
紅
葉
」（
な
お
、
明
記
は
な
い
が
当
巻
表
紙

も
太
田
の
筆
と
見
ら
れ
る
）
が
、
い
ず
れ
も
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
出
張
所
委
員
の
写
真
や
「
本
誌

寄
稿
家
与
謝
野
晶
子
女
史
の
家
庭
」
と
題
し
た
写
真
、「
台
湾
之
諸
学

校
」「
北
投
温
泉
画
報
」
と
い
っ
た
台
湾
風
物
に
関
わ
る
写
真
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
記
念
号
と
し
て
通
常
巻
よ
り
本
文
の
分
量
が
多
く
な
っ

た
た
め
か
、
或
い
は
記
念
号
と
し
て
の
体
裁
を
重
ん
じ
て
か
、
他
巻
で

は
数
十
頁
に
も
及
ぶ
こ
と
の
多
い
広
告
が
極
端
に
少
な
く
な
い
の
も
、

こ
の
巻
の
形
態
上
の
特
徴
で
あ
る
。

凡
例

一
　
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

二
　
目
次
と
本
文
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
明
ら
か
な
誤
植
を
除
き
、

本
文
の
表
記
（
掲
載
順
）
に
従
っ
た
。

三
「
五
周
年
」「
五
週
年
」
と
二
通
り
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
特
に
統
一
せ
ず
、
本
文
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
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第
六
十
巻
（
大
正
二
年
十
一
月
一
日
発
行
・
20
銭
）

台
湾
愛
国
婦
人
創
刊
第
五
周
年
記
念
帖
　
Ｐ
１
〜
48

台
湾
愛
国
婦
人
創
刊
五
周
年
に
際
し
て
一
言
す

顧
問

内
田
嘉
吉

記
念
号
発
刊
に
つ
き
て

支
部
長

内
田
隣
子

祝
五
周
年

男
爵
夫
人

後
藤
和
子

実
践
女
学
校
長

下
田
歌
子

通
信
局
長

角
源
泉

南
投
幹
事
部
長

石
橋
初
子

台
湾
神
社
宮
司

山
口
透

専
売
局
長

山
脇
春
樹

鉄
道
部
技
師

新
元
鹿
之
助

元
蕃
務
総
長

大
津
麟
平

台
北
庁
長

井
村
大
吉

弁
護
士

花
田
元
直

宜
蘭
幹
事
部
長

小
松
隆
子

台
北
庁
参
事

洪
以
南

李
景
盛
　
荘
延
燦

汪
式
金
　
黄
子
清

許
梓
桑
　
汪
鉄
庵

胡
南
溟
　
黄
爾
旋

黄
嘉
図
　
劉
穏
順

回
顧
五
年

台
湾
総
督
府
医
学
校
長

高
木
友
枝

台
湾
日
日
新
報
社
長

赤
石
定
蔵

澎
湖
幹
事
部
顧
問

横
山
虎
次

元
深
坑
庁
長

丹
野
英
清

南
投
幹
事
部
顧
問

石
橋
亨

宜
蘭
幹
事
部
顧
問

小
松
吉
久

元
台
湾
日
日
新
報
社
長

今
井
周
三
郎

台
湾
地
方
法
院
長

藤
井
烏
1

陸
軍
部
通
訳
官

石
川
欽
一
郎

農
事
試
験
場
長

芳
賀
鍬
五
郎

台
北
出
張
所
委
員

三
好
徳
三
郎

支
部
副
長

木
下
ち
か
子

支
部
副
長

石
井
静
子

評
議
員

安
井
樌
子

評
議
員

高
田
よ
ね
子

評
議
員

小
野
錦
子

評
議
員

高
橋
光
子

評
議
員

亀
山
里
子

博
文
館
理
事

坪
谷
水
哉

後
藤
宙
外
　
尾
島
菊
子

小
寺
健
吉
　
広
津
和
郎
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太
田
広
堂

創
刊
当
時
追
想
録

陳
百
川
　
王
2
香

李
冠
三
　
施
寄
庵

蔡
言
芳
　
周
紹
祖

郭
鏡
蓉
　
王
大
俊

邱
及
梯
　
白
啓
3

台
湾
愛
国
婦
人
　
第
六
十
巻
　
創
刊
第
五
週
年
記
念
号
　
Ｐ
１
〜
208

創
刊
五
週
年
の
辞

如
何
に
し
て
良
人
を
選
択
す
る
か

法
学
博
士

添
田
壽
一

結
婚
難
と
婦
人
の
職
業

文
学
士

筧
舜
亮

偉
人
の
半
身
と
し
て
の
婦
人

文
学
士

河
野
清
丸

忙
閑
録

斗
南
生

古
歌
と
女
子
処
世
訓

物
集
梧
水

秋
草

（
三
宅
）
花
圃

秋
の
う
た

榛
南
生
（
土
屋
文
明
）

東
北
大
学
の
三
女
史

一
記
者

私
の
告
白

青
鞜
社
旧
同
人

秋
に
下
す
種
子
と
球
根

Ｓ
Ｙ
生

文
芸

父
の
故
郷

（
広
津
）
柳
浪

飛
行
機

与
謝
野
晶
子

女
優
志
願

国
木
田
治
子

耳
環
と
鏡
―
エ
ミ
ル
、
ロ
シ
ヤ
ア
ル
―

よ
さ
の
ひ
ろ
し
訳

枯
れ
ゆ
く
木
―
ジ
ヤ
ン
ニ
イ
ヌ
・
ヴ
ア
ド
女
史
―

蚊
ば
し
ら

尾
島
菊
子

紫
釵
物
語

今
関
天
彭

お
伽
小
説
　
紫
の
星

西
岡
塘
翠

短
歌
選
抄

土
屋
生
（
土
屋
文
明
）

竹
囲
詞
壇
詠
草
／
読
者
文
芸

小
品
文

尾
島
菊
子
選

婦
人
倶
楽
部
／
懸
賞
新
題

東
京
近
信

福
迫
佳
橋

寄
贈
書
目
／
台
湾
支
部
報

落
語
　
茶
の
湯

三
遊
亭
扇
朝
口
述
・
蓁

々
斎
柏
葉
速
記

創
刊
五
周
年
記
念
附
録
　
脚
本
国
姓
爺
後
日
物
語
梗
概
　
Ｐ
１
〜
14

漢
文
台
湾
愛
国
婦
人
　
第
六
十
巻
　
Ｐ
１
〜
59

慶
祝
聖
誕

劉
家
水

祝
天
長
節
歌

邱
及
梯

天
長
令
節
頌

徐
国
清

祝
天
長
節
歌
行

陳
逢
源
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恭
祝
天
長
節

王
大
俊

祝
天
長
節

李
冠
三
　
王
2
香

石
雪
滄
　
施
寄
庵

恭
祝
天
長
節
詞

劉
穏
順
　
彭
煥
堂

祝
天
長
節

王
俊
南

天
長
節
恭
賦

英
萱
草

恭
祝
大
正
皇
帝
天
長
節
詞

許
王
郷
　
揚
坤
力

天
長
節
詞

許
清
渓

明
治
天
皇
御
年
譜
恭
記

寄
稿

皇
恩
救
恤
台
民

徐
国
清

天
恩
優
渥
歌
行

白
啓
3

行
幸
日
光
詞

徐
国
清

討
蕃
後
台
湾
全
島
地
闢
　
将
校
偵
察
之
苦
心

王
2
香

討
蕃
歌

劉
穏
順

討
蕃
隊
畳
報
占
領
蕃
地

邱
及
梯

討
蕃
軍
隊
奏
捷
歌

陳
逢
源

歓
迎
凱
旋
隊

頼
子
清

新
竹
隊
占
領
寺
耶
加
路
歌
行

白
啓
3

賀
討
蕃
解
隊
凱
旋

鐘
育
山

日
東
形
勝
録

陳
百
川

吟
蕃
序

石
壁
居
士

大
夢
鐘

黄
子
清

兎
鼎
徳
言

胡
南
溟

沢
及
枯
骨
論
　
感
謝
可
録

汪
式
金

好
賭
者
鑑
　
戒
色
格
言

汪
鉄
庵

逍
遙
鬼

李
冠
三

諸
羅
城
隍
祭
感

頼
子
清

有
是
夫
即
有
是
婦

張
淑
子

論
議

婦
道
論

陳
百
川

勧
孝
論

楊
基
印

求
嗣
論

黄
嘉
右

人
性
剛
柔
論

李
冠
三

霊
魂
不
滅
論

洪
宣
碧

論
揚
文
会
之
宜
振

郭
鏡
蓉

忠
説

施
寄
庵

精
神
的
修
養

頼
子
清

故
乃
木
将
軍
殉
節
論
説

饒
介
延

婚
姻
論
財
節

楊
錫
4

賢
婦
伝
　
日
本
婦
範

記
五
烈
女
事

安
井
衡

有
智
子
内
親
王

大
槻
清
崇

清
少
納
言
　
紫
式
部

源
義
公
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烈
女
吟

近
藤
瓶
城

中
村
先
生
之
母
教

洪
宣
碧

時
報
　
東
都
近
音

小
説
　
八
重
潮

鹿
島
桜
巷
原
作
・
魏
清

徳
訳

家
庭
小
説
　
復
家
婦

李
冠
三

文
林

龍
井
観
泉
記

周
紹
祖

亦
愛
楼
記

蔡
言
芳

遊
指
山
楼
記

黄
爾
旋

読
宦
寺
各
伝
書
後

洪
5
楸

春
風
時
雨
文

郭
鏡
蓉

説
話
　
格
致
叢
話

詩
壇
／
会
告
／
撫
蕃
彙
記
／
火
車
起
訖
時
間
表
／
輸
船
出
入
港
日

期
／
懸
賞
徴
文

三
　
第
六
十
巻
の
内
容
に
つ
い
て

①
「
創
刊
五
周
年
記
念
帖
」

当
巻
最
大
の
特
徴
は
、
雑
誌
の
は
じ
め
に
「
創
刊
第
五
周
年
記
念
帖
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
次
に
は
「
豫
て
当
支
部
事

業
に
同
情
を
寄
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
諸
名
士
に
乞
ひ
五
年
前
の
回
想
録
を

需
め
た
る
に
続
々
御
寄
稿
を
辱
う
し
た
る
」
と
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い

る
。
日
本
人
執
筆
者
名
の
多
く
は
肩
書
き
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
愛
国
婦
人
会
及
び
雑
誌
刊
行
に
協
力
す
る
人
物
、
人
脈
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
寄
稿
者
の
殆
ど
が
愛
国

婦
人
会
役
員
及
び
台
湾
官
吏
、
総
督
府
関
係
者
で
あ
る
な
か
で
、
博
文

館
理
事
・
坪
谷
水
哉
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
坪
谷
（
本
名
坪
谷

善
四
郎
）
は
博
文
社
の
雑
誌
主
筆
・
記
者
と
し
て
活
躍
し
、
の
ち
に

『
博
文
館
五
十
年
史
』（
昭
12
・
６
）
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
。『
台

湾
愛
国
婦
人
』
は
本
稿
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
〈
内

地
〉
雑
誌
に
少
し
も
遜
色
の
な
い
体
裁
・
内
容
を
持
つ
の
だ
が
、
そ
れ

が
統
治
初
期
の
台
湾
で
な
さ
れ
得
た
の
は
、
明
治
以
来
の
有
力
な
出
版

社
で
あ
る
博
文
館
の
持
つ
雑
誌
運
営
・
編
集
技
術
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
巌
谷
小
波
や
硯

友
社
同
人
（
当
巻
で
は
広
津
柳
浪
）
の
よ
う
に
、
博
文
館
ゆ
か
り
の
作

家
の
作
品
が
当
雑
誌
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
所
以
も
理
解
で
き
る
。

坪
谷
水
哉
自
身
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
寄
稿
は
他
巻
に
も
確
認
で
き
る

が

(

８)

、
彼
が
こ
の
「
創
刊
五
周
年
記
念
帖
」
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
は
、

当
雑
誌
の
刊
行
・
運
営
へ
の
博
文
館
の
少
な
か
ら
ぬ
協
力
の
存
在
を
裏

付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、「
記
念
帖
」
に
寄
せ
ら
れ
た
文
章
の
内
容
を
見
る
と
、
や
は

り
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
山
地
討
伐
事
業
後
援
の
は
た
ら
き
に
対
す

る
謝
辞
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
顧
問
（
民
政
長
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官
）
で
あ
る
内
田
嘉
吉
は
、「
理
蕃
事
業
の
後
援
に
つ
い
て
は
従
来
諸

姉
が
為
し
来
れ
る
所
遺
憾
な
き
に
近
し
。
或
は
慰
問
金
品
の
寄
贈
、
或

は
出
征
者
に
対
す
る
送
迎
、
或
は
傷
病
者
に
対
す
る
慰
安
等
、
諸
姉
が

至
誠
よ
り
出
で
た
る
献
身
的
行
為
は
単
に
出
征
当
事
者
に
於
て
の
み
な

ら
ず
、
内
外
人
士
の
倶
に
認
め
て
多
と
す
る
所
な
り
」
と
高
く
評
価
し

た
。
同
様
の
言
は
大
津
麟
平
、
横
山
虎
次
、
石
橋
亨
の
文
章
に
も
見
え

る
。
そ
の
他
の
寄
稿
文
も
、
雑
誌
や
台
湾
社
会
の
発
展
に
言
及
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
自
身
と
愛
国
婦
人
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容

で
あ
る
。

台
湾
人
の
寄
稿
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
異
口
同
音
に
雑
誌
刊

行
五
周
年
を
言
祝
ぎ
、
会
の
発
展
を
祈
念
す
る
内
容
で
あ
る
。
彼
ら
の

文
章
の
殆
ど
に
「
明
治
四
十
一
年
十
月
十
日
」
に
行
わ
れ
た
「
本
島
縦

貫
鉄
道
全
通
式
」
及
び
「
閑
院
宮
殿
下
御
渡
台
」
を
記
念
し
て
当
雑
誌

が
創
刊
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
同
様
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ

め
与
え
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
執
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
受
け
る
。
彼
ら
の
寄
稿
は
、「
内
台
融
和
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
る

総
督
府
及
び
愛
国
婦
人
会
の
方
針
に
基
づ
い
て
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
先
に
掲
げ
た
目
録
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
記
念
帖
」
の
寄
稿

者
は
、
巻
末
の
「
漢
文
台
湾
愛
国
婦
人
」
寄
稿
者
と
そ
の
多
く
が
重
複

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く
台
湾
人
に
寄
稿
を
促
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
、
特
定
の
人
物
の
協
力
に
よ
っ
て
、
名
目
上
の
「
内
台
融
和
」

が
当
雑
誌
に
は
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。（
な
お
、

「
漢
文
台
湾
愛
国
婦
人
」
に
は
断
定
の
難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の

署
名
か
ら
見
て
も
、
日
本
人
に
よ
る
執
筆
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。）

一
方
、
後
藤
宙
外
、
尾
島
菊
子
、
小
寺
健
吉
、
広
津
和
郎
と
い
っ
た

〈
内
地
〉
の
作
家
（
洋
画
家
）
た
ち
が
提
供
し
た
文
章
は
、
他
の
寄
稿

者
の
よ
う
に
、
台
湾
や
愛
国
婦
人
会
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
自
身
の
五
年
前
の
個
人
的
生
活
を
思
い
返
し
、
感
慨
に

ふ
け
る
文
章
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
他
の
寄
稿
文
と
の
温
度
差
は
大
き
い

が
、
寄
稿
に
あ
た
っ
て
、
会
の
活
動
に
対
す
る
理
解
は
〈
内
地
〉
作
家

た
ち
に
は
要
求
さ
れ
ず
、
著
名
な
人
物
の
寄
稿
、
そ
れ
自
体
に
意
義
を

見
出
す
当
雑
誌
編
集
の
在
り
方
が
生
ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

②
日
本
文
「
台
湾
愛
国
婦
人
」

こ
こ
に
は
、
土
屋
文
明
（
ア
ラ
ラ
ギ
派
）
の
和
歌
評
釈
・
短
歌
選
抄
、

与
謝
野
晶
子
と
与
謝
野
鉄
幹
（
明
星
派
・
ス
バ
ル
）
の
詩
、
明
治
初
期

に
女
流
文
壇
を
切
り
開
い
た
三
宅
花
圃
の
随
筆
か
ら
、
国
木
田
治
子
、

尾
島
菊
子
の
よ
う
な
当
代
女
流
作
家
の
小
説
ま
で
、
文
芸
関
係
を
中
心

と
し
て
多
く
の
著
名
作
家
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
誌
面
に
は
新

旧
文
学
が
入
り
交
じ
り
、
主
張
や
系
列
を
異
に
す
る
文
芸
、
作
家
た
ち

の
作
品
が
並
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
同
居
は
、〈
内
地
〉
雑
誌
で
は
一
部
の

商
業
雑
誌
を
除
い
て
実
現
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
見
豪
華
な

混
在
が
、
一
婦
人
団
体
の
機
関
誌
に
体
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
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り
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
機
関
誌
は
、
支
部

報
や
漢
文
欄
で
会
の
活
動
を
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
著
名
人
に
執
筆

を
依
頼
し
、
人
々
に
娯
楽
と
教
養
と
趣
味
を
与
え
、
総
合
婦
人
雑
誌
と

し
て
の
形
態
を
と
る
こ
と
で
、
世
間
の
耳
目
を
集
め
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ

ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
こ
の
時
期
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
に
課
せ
ら

れ
て
い
た
役
割
の
大
き
さ
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る

(

９)

。

以
下
、
掲
載
さ
れ
た
主
要
作
品
に
つ
い
て
若
干
の
注
釈
を
加
え
て
お

く
。
ま
ず
、
最
初
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、「
私
の
告
白
」
と
い
う
記

事
で
あ
る
。
署
名
は
「
青
鞜
社
旧
同
人
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
書
か
れ

た
内
容
か
ら
察
す
る
に
、『
青
鞜
』
創
刊
発
起
人
の
一
人
、
物
集
和
子

に
よ
る
文
章
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る

(

10)

。
記
事
に
は
、
与
謝
野
晶
子

に
万
葉
の
講
義
を
受
け
た
頃
か
ら
、
父
兄
の
厳
し
い
訓
戒
を
受
け
、「
少

く
も
私
は
将
来
一
家
の
主
婦
に
な
る
身
体
だ
つ
た
と
気
が
付
い
て
、
青

鞜
社
を
去
」
る
ま
で
の
経
緯
が
率
直
に
語
ら
れ
て
い
る
。
自
身
の
創
作

を
「
素
々
自
己
を
顧
み
ず
し
て
一
種
の
見
得
か
ら
慰
み
半
分
に
や
つ
た

事
」
と
そ
の
甘
さ
を
自
省
し
な
が
ら
も
、「
飽
ま
で
芸
術
の
為
に
殉
じ

や
う
と
す
る
、
意
志
の
確
固
な
女
」
に
対
し
て
「
作
品
の
価
値
を
離
れ

た
批
判
は
見
当
違
ひ
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
の
訴
え
が
な
さ
れ
て
切
実

で
あ
る
。『
青
鞜
』
と
当
雑
誌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
で

触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が

(

11)

、
吉
原
登
楼
や
五
色
の
酒
が
新
聞
記
事
と
な

り
、
世
間
の
無
理
解
と
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
若

い
青
鞜
社
同
人
の
一
人
が
、
当
時
如
何
な
る
心
意
、
立
場
に
追
い
込
ま

れ
て
い
た
か
と
い
う
実
情
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
献
の
一
つ

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
三
宅
花
圃
「
秋
草
」、
広
津
柳
浪
「
父
の
故
郷
」、
与
謝
野

晶
子
「
飛
行
機
」、
よ
さ
の
ひ
ろ
し
（
与
謝
野
鉄
幹
）「
耳
環
と
鏡
」「
枯

れ
ゆ
く
木
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
著
作
年
譜

か
ら
漏
れ
て
い
る

(

12)

。

当
巻
で
は
一
つ
の
詩
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
耳
環
と
鏡
」
は
、『
リ

ラ
の
花
』（
東
雲
堂
書
店
　
大
３
・
11
、『
鉄
幹
晶
子
全
集
13
』
勉
誠
出

版
　
平
16
・
４
　
所
収
）
で
は
前
後
半
で
二
つ
の
詩
に
分
け
ら
れ
、「
耳

環
」「
鏡
」「
枯
れ
ゆ
く
木
」
の
三
詩
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
初
出

誌
と
考
え
ら
れ
る
当
巻
掲
載
分
と
『
リ
ラ
の
花
』
所
収
の
異
同
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
上
段
が
『
リ
ラ
の
花
』、
下
段
（

）
内
が
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
の
表
現
で
あ
る
。
句
読
点
及
び
『

』
表
記
の
変
更
を

中
心
と
し
て
、
総
じ
て
よ
り
意
味
の
通
り
や
す
い
、
平
明
な
表
現
へ
と

改
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

「
耳
環
」

エ
ミ
ル
│・
ロ
シ
ヤ
ア
ル
（←

エ
ミ
ル
、
ロ
シ
ヤ
ア
ル
）

│「
│文
│明
│」
は
お
ま
へ
を
傷
つ
け
る
（←

『
進
歩
』
は
お
ま
へ
を
傷

つ
け
る
）

そ
ん
な
物
は
│。（←

そ
ん
な
物
は
）

「
鏡
」
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│女
は
に
つ
こ
り
│、
美
く
し
い
│（←

彼
女
あ

れ

は
、
に
つ
こ
り
美
く
し
い
、）

│あ
│ら
│ん
│限
│り
│を
暴
げマ
マ

出
し
、（←

あ
る
限
り
を
ば
暴
け
出
し
、）

「
枯
れ
ゆ
く
木
」

ジ
ヤ
ン
ニ
イ
ヌ
・
│7
ア
ド
女
史
（←

ジ
ヤ
ン
ニ
イ
ヌ
・
ヴ
ア
ド
女
史
）

根
づ
よ
い
│「
│生
│」
を
望
ん
で
た
。（←

根
づ
よ
い
『
生
』
を
望
ん

で
た
。）

長
い
冬
│、
夏
│の
な
い
。（←
長
い
冬
。
夏
で
な
い
。）

│「
│言
│ひ
│得
│ぬ
│胸
│」
の
（←
『
言
ひ
得
ぬ
胸
』
の
）

│「
│わ
│た
│し
│は
│斯
│か
│る
│人
│」（←
『
わ
た
し
は
斯
か
る
人
』）

│愛
│を
│知
│ら
│ず
│に
死
ぬ
で
あ
ろ
。（←
恋
を
せ
ず
し
て
死
ぬ
で
あ
ろ
。）

与
謝
野
晶
子
の
詩
「
飛
行
機
」
は
、
三
連
か
ら
成
る
七
五
調
の
定
型

詩
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
・
署
名
・
第
一
連
の
部
分
は
活
字
で
は
な
く
、

晶
子
自
筆
の
原
稿
が
そ
の
ま
ま
写
真
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
巻
は

晶
子
と
女
児
二
人
、
門
生
三
人
の
写
真
を
口
絵
に
も
し
て
お
り
、
晶
子

が
見
ら
れ
、
読
ま
れ
る
対
象
と
し
て
高
い
商
品
価
値
を
持
っ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
雑
誌
編
集
・
運
営
側

の
意
図
は
明
白
で
あ
る
。

本
稿
の
は
じ
め
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
は

と
も
に
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
数
多
く
の
作
品
を
定
期
的
に
提
供
し
て

お
り
、
夫
妻
と
雑
誌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
著
名
作
家
の
未

だ
知
ら
れ
ざ
る
作
品
を
多
く
掲
載
し
て
お
り
、
資
料
的
な
宝
庫
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
学
作
品
を
中
心
と
し
た
、
機

関
誌
と
し
て
は
不
釣
り
合
い
と
も
言
う
べ
き
誌
面
の
充
実
ぶ
り
は
、
統

治
政
策
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
。
運
営
側
に
と
っ
て
、
雑
誌
は
よ
り
多
く
の
会
員
と
、
よ

り
多
く
の
慰
問
金
品
を
集
め
る
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
手
段
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
・
ネ
ー
ム
は
、
そ
の
呼
び
物
と
し
て
機
能
し
て
い
た

は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、
統
治
初
期
の
台
湾
総
督
府
に
よ
る
、
婦
人

団
体
を
利
用
し
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
歴
史
の
一
端
を
刻
印
す
る
資
料
で

あ
る
。
そ
の
性
格
や
方
法
の
変
化
を
よ
り
精
密
に
は
か
る
た
め
に
も
、

未
発
見
の
巻
の
収
集
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
個
々
の
記
事
、
作
品
分

析
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注

（
１
）
大
橋
捨
三
郎
編
『
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
沿
革
誌
』（
台
湾
日
日
新
報
社
　
昭

16
・
２
）
23
頁
。
明
治
37
年
２
月
に
台
中
支
部
及
び
台
南
支
部
が
、
同
年
６
月
に
台

北
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
が
、
翌
38
年
に
三
支
部
を
廃
し
て
、
全
島
一
支
部
と

し
て
新
た
に
台
湾
支
部
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
（
同
書
７
、
13
頁
）。

（
２
）
台
湾
総
督
府
官
房
統
計
課
『
台
湾
総
督
府
第
十
三
統
計
書
〜
第
二
十
統
計
書
』

（
明
44
・
２
〜
大
６
・
１
）
参
照
。

（
３
）
た
と
え
ば
、
第
二
十
八
巻
（
明
44
・
３
）
の
場
合
、
広
告
八
十
二
頁
、
日
本
文
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百
七
十
六
頁
、
漢
文
三
十
六
頁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
廃
刊
前
年
の
大
正
４
年
に
は
、

広
告
を
含
め
て
各
巻
常
時
二
百
〜
三
百
頁
で
あ
り
、
そ
の
内
、
漢
文
欄
が
約
四
分
の

一
程
度
を
占
め
て
い
る
。

（
４
）
中
村
信
子
は
、「
奥
村
五
百
子
が
『
愛
婦
』
を
創
立
し
た
と
き
か
ら
、
男
性
の
影

が
色
濃
く
こ
の
会
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
官
僚
で
あ
り
軍
部
で
あ
る
。
男
た
ち
は
、

結
集
さ
れ
た
婦
人
の
力
と
会
員
が
納
入
す
る
財
力
が
、
男
た
ち
の
取
り
組
ん
で
い
る

政
治
や
行
政
、
戦
争
の
遂
行
に
不
可
欠
の
資
源
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
女
た

ち
の
利
用
価
値
は
高
い
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
（『
植
民
地
台
湾
の
日
本
女

性
生
活
史
明
治
篇
』
145
頁
）。

（
５
）
大
橋
、
前
掲
書
（
注
１
）
24
〜
28
頁
。

（
６
）
高
山
仰
は
大
正
５
年
１
月
に
新
竹
庁
長
に
栄
転
し
た
た
め
、
第
八
十
七
巻
（
大

正
５
年
２
月
）、
第
八
十
八
巻
（
同
年
３
月
）
の
奥
付
に
は
、
雑
誌
刊
行
期
間
と
ほ

ぼ
重
な
る
期
間
（
明
41
・
９
〜
大
５
・
２
）
雇
用
さ
れ
て
い
た
、
嘱
託
（
後
事
務

員
）
・
加
納
豊
の
名
が
「
発
行
兼
編
集
人
」
と
し
て
代
わ
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
大
橋
、
前
掲
書
（
注
１
）
90
頁
に
拠
れ
ば
、「
慰
問
及
送
迎
費
」「
見
舞
及
弔
慰

金
」
の
総
額
（
明
治
42
年
〜
大
正
４
年
）
は
、
計
八
万
八
七
二
一
円
四
八
〇
銭
に
、

「
寄
贈
物
品
」
は
計
十
四
万
九
九
三
四
点
に
及
ん
だ
。

（
８
）
現
在
確
認
で
き
る
も
の
に
、「
奥
様
」（
第
七
十
八
巻
　
大
４
・
５
）、「
蒙
古
の

今
昔
」（
第
八
十
一
巻
　
大
４
・
８
）、「
礼
儀
の
新
傾
向
」（
第
八
十
六
巻
　
大
５
・

１
）
が
あ
る
。

（
９
）
実
際
、
当
雑
誌
刊
行
期
間
、
台
湾
支
部
は
そ
の
会
員
数
を
、
雑
誌
創
刊
時
（
明

41
年
）
二
万
八
五
九
二
人
か
ら
、
廃
刊
前
年
（
大
４
年
）
七
万
八
五
九
六
人
へ
と
大

幅
に
増
や
し
て
い
る
（
大
橋
、
前
掲
書
（
注
１
）
116
頁
）。

（
10
）
推
定
の
根
拠
は
、
書
き
手
の
「
私
」
が
『
青
鞜
』
の
発
刊
に
直
接
携
わ
っ
た
人

物
で
あ
り
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
六
十
巻
（
大
２
・
11
）
刊
行
以
前
、
既
に
青
鞜

社
を
去
っ
た
未
婚
の
女
性
で
あ
る
こ
と
、
退
社
理
由
が
父
兄
の
厳
し
い
訓
戒
を
受
け

た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
物
の
特
定
に
あ
た
り
、
米
田
佐
代
子
・
池
田

恵
美
子
編
『『
青
鞜
』
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界
思
想
社
　
平
11
・
12
）、
ら
い

て
う
研
究
会
編
『『
青
鞜
』
人
物
事
典
―
110
人
の
群
像
―
』（
大
修
館
書
店
　
平
13
・

５
）
を
参
考
に
し
た
。

（
11
）
拙
稿
「
岡
本
か
の
子
全
集
未
収
録
短
歌
並
び
に
『
愛
の
な
や
み
』
所
収
短
歌
の

初
出
に
つ
い
て
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
77
集
　
平
19
・
11
）

（
12
）
三
宅
花
圃
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
51
』（
昭
和
女
子
大
学
　
昭
55
・
11
）、
広
津

柳
浪
『
同
29
』（
昭
43
・
10
）、
与
謝
野
晶
子
『
同
49
』（
昭
54
・
６
）、
与
謝
野
鉄

幹
『
同
39
』（
昭
49
・
３
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
13
）
稿
者
は
先
に
、
台
湾
山
地
を
小
説
の
一
舞
台
に
設
定
し
た
、
当
雑
誌
連
載
小
説

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
文

芸
欄
―
白
鷺
山
人
「
空
中
女
王
」
の
語
る
も
の
―
」『
現
代
台
湾
研
究
』
第
33
号

平
20
・
３
）。

﹇
付
記
﹈『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
六
十
巻
入
手
に
あ
た
っ
て
、
阿
部
由
理
香
氏
（
台
湾
大

学
法
律
学
院
博
士
課
程
後
期
）
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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